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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 幕府を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上本号) 
4 . 常識の更新 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
1 . 革新局面前期＝動乱期後期 〔春〕 
2 . 革新局面後期 〔夏〕 
3 . 保守局面前期 〔秋〕 
4 . 保守局面後期＝動乱期前期 〔冬〕 
Ⅲ. 江戸時代の意味するもの 
おわりに 














































































を “常識 (common sense)” に対して相互理解略し
て “互解 (mutual sense)” と呼ぶ｡ あるいはカル
チャーに対するサブカルチャー, “中心” に対
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をならした男たちがいた｡ 
工藤平助 (くどうへいすけ) (1734〜1801) と


































りない｡ そこで, 提案されたのが, 穢多 (えた), 
非人といわれた人々である｡ 穢多頭・弾左衛門
配下の穢多, 非人身分のもの 7 万人を移住させ
る計画が立案された｡ 実に気宇壮大な計画であ
る｡ 






の必要を痛感し 『海国兵談』 (1787〜1791) を















子平は ｢親もなし, 妻なし子なし版木なし, 
金もなければ, 死にたくもなし｣ とぼやいたと
いうが, 蟄居のまま56歳で没した｡ 
3 . 2 田沼意次 
田沼邸の座敷 
















































































周知させたのが, 辻善之助氏の 『田沼時代』 と


















民権の発達の一段階である｡｣ (辻, 1980 : p.256) 
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眼中にあったものではない｡ 最も自由に時勢を
諷し, 政治を嘲り, 不平の気を吐き文明を批評
する, これもまた民権発達の一つの徴 (きざし) 
と見ることが出来る｡｣ (辻, 1980 : p.258) とし, 
｢幕府の衰亡の始まりはこの時代に起こってい































































































これに対し, 田沼を追い落とした松平定信は,  
8 代将軍の孫という毛並みのよさの上に幼い時
から並外れた才能を発揮し, 学問, 文芸, 絵画













































ミソ, 醤油, 酒, みりん, 生糸, 木綿, 油, ロウ



















｢しかし , あまりにもさまざまに , あるいは
細々と利益を追い求めたため, ｢山師・運上｣ が
跋扈 (ばっこ) したと批判されることになった｡ 
そのなかで, 元禄時代から顕著になっていた幕
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府の役所・役人と町人, 業者との癒着や不明朗
な関係が強まり, いっそう賄賂や汚職が横行す







さまざまな興利策, すなわち ｢国益｣ ｢御益｣ 
策を追求することになったのである｡ 田沼時代
という舞台の上で, 山師たちの多彩な興利策の
劇が上演された｡｣ (藤田, 2007 : p.84) と語る｡ 
こうした山師の中の山師が平賀源内であっ
た｡ 






















のだから, この人々を ｢山師｣ と呼ぶならば, 
田沼意次こそ山師の親方だったと言える｡｣ (藤



















































































































































肴, ナイフとフォークが置かれている｡ しかも, 
男の 1 人は西洋人の船乗りのような服を着て椅
子に座っている｡ 江戸時代の宴会なら 1 人ずつ
膳が並ぶのが普通で, こんな大テーブルを囲む
姿は見たことがない｡ きわめて奇妙な図柄だ｡ 




















降毎年開催し, 44年間も続いた｡ 始まったのは, 
寛政の改革が終了した翌年 (1794), 終ったのは








オランダ正月の図 (早稲田大学図書館蔵 ｢芝蘭堂新元会図｣ を参考に描いた) 
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由があった｡ 先人たちの滞在期間がともに 2 年
























































本を, 帰国の途次, バダヴィア (インドネシア) 
で総督に披露したが, そこには哺乳類200, 鳥






















むしろこの間 , 江戸時代は成長過程にあり , 
人々はあでやかな元禄文化を開花させたりもし




















子平であり工藤平助で, ともに ｢海防が必要｣ 
という互解を広めようとしたのである｡ 
江戸時代も元禄のころから徐々に幕府財政が
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た｡ 蘭方医をさきがけとする学者たちは, 自ら
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